
取 組
研究機関の

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
分
布
拡
大
を
予
測
す
る

（
国
研
）
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
野
生
動
物
研
究
領
域

領
域
長
　
岡
　
輝
樹

岩手県南部の五葉山地域出自のニホンジカ個体群が岩手県全域にその生息場所を拡大しつつあります

岩手県のニホンジカ個体群の分布は 2.2km/年の速度
で拡大しています

図１

図２

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所

て
今
後
の
分
布
拡
大
状
況
を
見
極
め
、
発
展
し

て
き
た
管
理
技
術
を
駆
使
し
て
可
能
な
限
り
そ

の
速
度
を
遅
ら
せ
、
あ
る
い
は
適
応
策
を
探
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

森
林
研
究
・
整
備
機
構
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

等
を
対
象
に
分
布
拡
大
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
気

候
変
動
に
伴
う
自
然
・
社
会
環
境
の
予
測
シ
ナ

　

環
境
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
平
成
26
年
ま

で
の
36
年
間
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
分
布
域
は

約
２
・
５
倍
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
岩

手
県
南
部
の
五
葉
山
地
域
出
自
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

個
体
群
は
岩
手
県
全
域
に
そ
の
生
息
場
所
を
拡

大
し
て
お
り
（
図
１
）、
こ
れ
が
同
心
円
状
と

仮
定
す
る
と
、
そ
の
半
径
は
年
間
２
・
２
㎞
ず

つ
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

農
林
水
産
省
の
被
害
状
況
報
告
（
平
成
27
年

度
）
で
は
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
年
間

総
額
約
１
７
６
億
円
の
う
ち
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
約

60
億
円
を
占
め
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
27
年
度
に

発
生
し
た
林
業
被
害
は
全
国
で
約
６
・
０
千
ha

で
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
総
面
積
の
77
％
を
占

め
、
野
鼠
に
よ
る
被
害
約
０
・
７
千
ha
を
大
き

く
引
き
離
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
環
境

省
と
農
林
水
産
省
が
策
定
し
た
「
抜
本
的
な
鳥

獣
捕
獲
強
化
対
策
」
に
お
い
て
は
、
当
時
の
捕

獲
率
で
推
移
し
た
場
合
、
本
州
以
南
の
シ
カ
の

頭
数
が
平
成
37
年
度
に
は
平
成
23
年
度
の
ほ
ぼ

倍
に
あ
た
る
５
０
０
万
頭
に
達
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
い
て
、
抜
本
的
な
捕
獲
対
策
を
集

中
的
に
実
施
し
、
平
成
35
年
ま
で
に
シ
カ
の
生

息
数
を
半
減
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
設
定
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
へ
の
対
応

は
農
林
水
産
業
の
場
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
が
野
生
動
物
の

分
布
に
与
え
る
影
響
を
予
測
・
評
価
し
た
研
究

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
温
の
上
昇
や
積
雪

期
間
の
短
縮
が
拡
大
の
一
因
と
な
っ
て
い
く
こ

と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
我
々
に
で
き
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
に
分
か
っ
て
い
る
生
態
学
的
・

行
動
学
的
な
知
見
を
現
在
の
状
況
に
当
て
は
め

リ
オ
を
重
ね
て
中
長
期
的
・
か
つ
広
域
的
に
将

来
予
測
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
分
布
拡
大
最
前
線
の
把
握

が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
携
帯
端
末
に
対
応
し

て
市
民
も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
―

Ｇ
Ｉ
Ｓ
情
報
活
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
一
元

的
に
管
理
し
、
一
般
市
民
に
対
し
て
情
報
の
提

供
と
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し
て
分
布
拡

大
問
題
に
取
り
組
む
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創

出
が
促
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
管
理
行
政

の
主
体
で
あ
る
各
府
県
と
も
連
携
し
、
将
来
予

測
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
被
害
防

止
対
策
の
積
極
的
な
評
価
や
分
布
拡
大
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

適
応
策
の
創
出
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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1996 2001 2006 2011

生
物
多
様
性
保
全
と

病
虫
獣
害
に
配
慮
し
た

森
林
管
理
の
た
め
の
研
究
の
取
組



Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
法
を
用
い
た
外
来
病
害
虫
の
検
出・同
定

（
国
研
）
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
関
西
支
所
　
主
任
研
究
員
　
神
崎
　
菜
摘

LAMP 法による検出
LAMP 反応を行うことにより、目的の DNA が
試料中に存在すると、緑色蛍光を発します。

ヒラタキクイムシ
南アジア原産の乾材害虫で、体長は８mm 程度。
家具、額縁などの輸入木材製品に混入して侵入
します。細かい粉状のフラスを排出します。

クビアカツヤカミキリ
中国原産のカミキリで、体長３cm 前後。サクラ、
モモ、などのバラ科樹木の重要害虫で、幼虫が
材内を食害することにより、樹木の衰弱、枯死
を引き起こします。国内でも、街路樹や公園の
サクラ、果樹園のモモなどで、被害が広がりつ
つあります。

写真１

写真２

写真５

アメリカカンザイシロアリ
北米原産の乾材害虫で、体長８mm 前後。木造
家屋の害虫で、侵入した材にあけた小さな穴か
ら粒状の糞を排出します。

写真３

外
来
病
害
虫

　

世
界
的
な
物
流
に
便
乗
し
て
、
日
本
国
内
に

も
数
多
く
の
生
物
が
侵
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
外
来
生
物
と
し
て
、
20
世
紀
初
頭
に
北

米
か
ら
侵
入
し
、
い
ま
な
お
被
害
を
広
げ
て
い

る
森
林
病
害
、松
枯
れ
（
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
）
や
、
昨
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
外
来
害
虫

ヒ
ア
リ
な
ど
が
知
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
外
来
病
害
虫
は
、
国
内
に
定
着
・

拡
散
す
る
と
根
絶
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
た

め
、
侵
入
初
期
に
重
点
的
な
防
除
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
防
除
を
効
率
的

に
行
う
に
は
、
病
虫
害
の
検
出
・
同
定
が
重
要

で
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
近
年
、
世
界
的
に
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
用
材
と
し
て

乾
燥
さ
れ
た
木
材
を
内
部
か
ら
食
害
す
る
乾
材

害
虫
で
す
。
乾
材
害
虫
は
、
材
内
に
生
息
す
る

た
め
、
こ
の
害
虫
種
同
定
に
は
、
こ
れ
ま
で
木

材
を
破
壊
し
て
調
査
す
る
以
外
の
方
法
が
な

く
、
非
破
壊
的
な
検
出
・
同
定
法
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
法
の
応
用

　

森
林
研
究
・
整
備
機
構
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
、
対
象
と
な
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
塩
基
配
列
を
特
異
的

に
蛍
光
検
出
す
る
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
法
（
写
真
１
）
と

呼
ば
れ
る
手
法
を
用
い
て
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
診
断
キ
ッ
ト
の
実
用
化
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
非
常
に
高
感
度
か

つ
迅
速
に
対
象
生
物
の
検
出
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
乾
材
害
虫
の
検
出
で
は
、
昆
虫
の
「
痕

跡
」、
す
な
わ
ち
被
害
材
外
に
排
出
さ
れ
る
フ

ラ
ス
（
糞
や
食
べ
か
す
の
混
合
物
）
や
糞
粒
に

着
目
し
、
手
法
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
２
種
の
重
要
乾
材
害
虫
、
ヒ
ラ
タ
キ
ク
イ

ム
シ
（
写
真
２
）
と
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ

ア
リ
（
写
真
３
）
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ

ス
と
糞
粒
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
し
、
こ
こ
に
わ

ず
か
に
含
ま
れ
る
昆
虫
体
由
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
検

出
を
試
み
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
約
０
０
・
５
ｇ
と
い
う
ご
く
少

量
の
フ
ラ
ス
及
び
糞
粒
か
ら
１
～
２
時
間
と
い

う
短
時
間
で
対
象
種
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
具
体
的
に
は
、
フ
ラ
ス
ま
た
は
糞

粒
か
ら
抽
出
し
た
全
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
対

象
塩
基
配
列
に
対
応
し
た
短
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
断
片

（
プ
ラ
イ
マ
ー
）
及
び
反
応
試
薬
を
混
合
し
て

反
応
さ
せ
る
方
法
で
す
。）

検
出
法
の
応
用
及
び
実
用
化

　

今
回
開
発
し
た
手
法
に
よ
り
、
対
象
と
す
る 

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
ご
く
低
濃
度
の
フ
ラ
ス
ま
た
は
糞
粒

か
ら
害
虫
の
侵
入
を
高
精
度
で
検
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
手
法
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
種
に
対
応
し
た
プ
ラ
イ
マ
ー
を
設
計
す

れ
ば
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
（
写
真
４
）
や
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
（
写
真
５
）
と
い
っ
た
、

現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
他
の
外
来
害
虫
に
も

応
用
が
可
能
で
す
。
今
後
、
手
法
を
改
良
し
、

さ
ら
に
簡
便
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
入
検
疫

や
防
除
な
ど
、
実
際
の
現
場
で
の
利
用
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

アルゼンチンアリ
南 米 原 産 の ア リ で、 体 長 約 2.5 
mm。繁殖力が強く、在来種を駆逐
するため、生態系に大きな影響を
与えると考えられています。

写真４
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西
之
島
に
見
る
生
態
系
の
成
立
プ
ロ
セ
ス

（
国
研
）
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
野
生
動
物
研
究
領
域

主
任
研
究
員
　
川
上
　
和
人

噴
火
が
も
た
ら
す
変
化

　

西
之
島
は
東
京
都
小
笠
原
諸
島
に
属
す
る
無

人
島
で
、
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
一
角
を
成
し

ま
す
（
写
真
１
）。
そ
し
て
、
そ
の
一
部
は
国

有
林
野
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
島
は
２
０
１
３

年
か
ら
の
海
底
火
山
噴
火
で
大
き
な
注
目
を

集
め
ま
し
た
（
写
真
２
）。
溶
岩
の
流
出
は

２
０
１
５
年
ま
で
続
き
、
そ
の
面
積
は
約
０
・

２
２
㎢
か
ら
約
２
・
７
㎢
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
噴
火
に
よ
り
旧
西
之
島
は
広
く
溶
岩
に

覆
わ
れ
、
２
０
１
５
年
11
月
に
噴
火
が
停
止
し

た
時
点
で
は
、
旧
島
由
来
の
大
地
は
約
０
・
５

ha
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
噴
火
は
生
態

系
に
壊
滅
的
な
影
響
を
与
え
、
同
時
に
海
の
只

中
に
生
物
が
い
な
い
新
た
な
大
地
を
生
じ
さ
せ

ま
し
た
。

　

海
に
囲
ま
れ
た
島
と
い
う
環
境
に
、
ど
の
よ

う
に
し
て
生
態
系
が
成
立
す
る
か
は
、
島
嶼
生

物
学
の
興
味
深
い
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。
通
常

は
島
に
で
き
あ
が
っ
た
生
態
系
か
ら
、
そ
の
成

立
の
歴
史
を
推
定
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
西
之
島
は
生
態
系
が
生
ま
れ
る

プ
ロ
セ
ス
を
検
証
で
き
る
希
有
な
実
験
場
を
提

噴火前の西之島（2004年）

噴煙たなびく火砕丘と溶岩の大地

写真１

写真２

オヒシバの残る旧島残存部。ここは国有林野です写真３

噴火後に確認された抱卵中のアオツラカツオドリ写真４

供
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

鳥
類
が
つ
く
る
生
態
系

　

噴
火
の
生
態
系
へ
の
影
響
と
生
態
系
成
立
プ

ロ
セ
ス
の
解
明
の
た
め
、
２
０
１
６
年
10
月
に

森
林
研
究
・
整
備
機
構
も
参
画
し
た
上
陸
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
28
年
度
「
新
青
丸
」

（
海
洋
研
究
開
発
機
構
）
共
同
利
用
Ｋ
Ｓ
―
16

―
16
）。
そ
の
結
果
、
旧
島
の
残
存
部
に
て
カ

ツ
オ
ド
リ
な
ど
３
種
の
海
鳥
の
営
巣
、
オ
ヒ
シ

バ
な
ど
３
種
の
植
物
の
生
育
、
ハ
サ
ミ
ム
シ
や

カ
メ
ム
シ
な
ど
節
足
動
物
の
生
残
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
（
写
真
３
、４
）。

　

海
鳥
は
海
で
魚
を
食
べ
て
地
上
で
糞
を
す
る

こ
と
で
、
植
物
の
肥
料
と
な
る
窒
素
や
リ
ン
な

ど
を
陸
に
供
給
し
ま
す
。
羽
毛
に
は
植
物
の
種

子
を
つ
け
て
種
子
散
布
を
し
ま
す
し
、
有
機
物

の
堆
積
し
た
巣
は
腐
葉
土
と
な
り
植
物
や
昆
虫

の
生
息
地
に
な
り
ま
す
。
旧
島
に
住
む
海
鳥
は
、

新
た
な
大
地
に
も
分
布
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
営
巣
分
布
が
拡
大
し
、
巣
を
中
心
と
し

て
新
た
な
生
態
系
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
き
残
っ
た
種
が
生
態

系
の
中
で
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
新
し
い

生
態
系
が
成
立
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

西
之
島
は
２
０
１
７
年
４
月
に
噴
火
を
再
開

し
、
流
れ
出
た
溶
岩
に
よ
り
さ
ら
な
る
面
積
の

拡
大
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
島
の
残
存
部
は

溶
岩
に
覆
わ
れ
て
し
ま
う
の
か
、
島
の
生
態
系

は
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
変
化
か
ら
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。
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